
平成 年度

【評価の区分】

Ａ：期待どおりの成果が得られ、今後も事業を継続する

B：ほぼ期待どおりの成果が得られたが、さらなる発展のため事業を見直す余地がある

C：概ね期待した成果は得られたが、事業の見直しが必要である。

D：期待する成果が得られず、廃止も含めた見直しが必要

□ □ □ □ ■ ■

◎外部評価委員の評価・意見等

課長　景由隆寛

重
点
施
策
の
概
要

目　　　的

　生涯にわたり健康であるため、子どものころから心と体を養うスポーツに親しむとともに、スポー
ツ大会を通じて人々が集まり交流できる環境づくりを推進します。

今年度の
主要事業

①新コースで２回目の開催となる「たきかわコスモスマラソン」の市民参加者数の拡大及び市民の
体力向上を図る。
②Ｂ＆Ｇ海洋センター北海道ブロックスポーツ交流交歓会を開催し、スポーツレクリエーション活
動の振興と体力向上、健康増進を図り、道内の海洋センター及び海洋クラブ相互の連携と親睦を
深める機会とする。
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重点施策 健康な心と体を養うスポーツ活動の推進 評価実施者
所　　属 社会教育課
職・氏名

特記事項

1
コスモスマラソン市民
参加者数

目標
人

2,000 市内参加者
実績

区　　　　　　分 単位 H24 H25 H26

1,721 1,862 1,525 H24～231人、H25～269人、H26～268人

2
Ｂ＆Ｇ海洋センター利
用者数

目標
人

20,000
実績 18,584

事業の分析
効果の検証

①コスモスマラソンは、滝の川運動公園をスタートし国道12号を縦断し、石狩川河川敷を走る新コースで
２回目の実施となった。開催日が、北海道マラソンの翌週となったことから、申込者数1,654人、参加者
数1,525人と前年を下回る結果となったが、ランナーのアンケートからは「年々走りやすいコースになって
いる」「ボランティアの対応がよかった」など概ね満足していただいた。
②Ｂ＆Ｇ海洋センター北海道ブロックスポーツ交流交歓会は、北海道内の海洋センター・海洋クラブから
選手97人、監督及びコーチ28人の参加があり、カヌー、ローボート競技を行った。強風という条件下で
あったが、選手は日頃の練習の成果を発揮し、併せて選手・指導者間の交流が図られた。

5
目標

17,972 19,115 Ｈ２６年度は過去最高の利用者数

実績

3
目標
実績

評価の視点１　期待どおりの効果があったか

①コスモスマラソンは、新コースで2年目の開催となり、ランナーのアンケート結果は概ね好
評価であり、また、スタッフのアンケート結果も、概ね運営については、前年より改善された
と評価をいただいた。
②Ｂ＆Ｇ交流交歓会は、強風という条件下であったが、事故等もなく運営がなされ、当初の
事業目的を概ね達成できたことは評価できる。

評価の視点２　施策の目的を達成するため、事業見直し等の必要があるか

　コスモスマラソンについては、ランナー・スタッフ等のアンケート結果を参考に、コースや大
会の運営について見直しの必要があると考える。

実績

事
業
の
目
標
と
実
績

点検・評価に関
するコメント

コスモスマラソンについては、市内の参加者を増やすような工夫とたくさんのお客さんを迎えるた
めに、どんどんＰＲしてほしい。

事業の今後
の 方 向 性

　コスモスマラソンは、ランナーの安全確保や市民がコスモスマラソンの実施に理解を示してもらえるよ
う課題を解決するとともに、ランナー又はボランティアとして、数多くの市民が参加してもらえる大会にし
ていきたい。

拡充 縮小・統廃合 質的向上 ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ 検証 継続

4
目標

課題

　「たきかわコスモスマラソン」は、国道12号線で折り返す3㎞・5㎞コースについて、スタッフからコース再
考の意見があった。また、ボランティアからも交通誘導等運営に係る意見が寄せられた。

評価 Ｂ


